





       研究代表者 難波 博孝（初等ｶﾘｷｭﾗﾑ開発講座） 
研究分担者 鈴木由美子（教職開発講座）   松浦 武人（教職開発講座） 
宮里 智恵（教職開発講座）   大後戸一樹（教職開発講座） 
木下 博義（教職開発講座） 
山内 規嗣（学習開発学講座）  児玉真樹子（学習開発学講座） 
権藤 敦子（初等ｶﾘｷｭﾗﾑ開発講座）松本 仁志（初等ｶﾘｷｭﾗﾑ開発講座） 
中村  和世（初等ｶﾘｷｭﾗﾑ開発講座）伊藤 圭子（初等ｶﾘｷｭﾗﾑ開発講座）  
植田 敦三（初等ｶﾘｷｭﾗﾑ開発講座）木原成一郎（初等ｶﾘｷｭﾗﾑ開発講座） 
木村 博一（初等ｶﾘｷｭﾗﾑ開発講座）山崎  敬人（初等ｶﾘｷｭﾗﾑ開発講座） 
岩坂 泰子（初等ｶﾘｷｭﾗﾑ開発講座）永田  忠道（初等ｶﾘｷｭﾗﾑ開発講座） 
松宮奈賀子（初等ｶﾘｷｭﾗﾑ開発講座）寺内 大輔（初等ｶﾘｷｭﾗﾑ開発講座） 
池田 吏志（初等ｶﾘｷｭﾗﾑ開発講座）渡邉    巧（初等ｶﾘｷｭﾗﾑ開発講座） 
川合 紀宗（特別支援教育学講座）氏間 和仁（特別支援教育学講座） 






























２０１９年２月 募集開始  
２月末      応募書類提出締切 
３月上旬  書類審査結果通知，面接試験（日本語および英語による面接試験） 
３月中旬  選考結果通知 
４月〜  協定校等への申請手続き開始 
１０月  留学（学部生は，教育実習終了後 2019 年度は 10 月８日以後） 
２０２０年３月 留学終了 帰国 














（AIESEP2018)において，Mike Jess 氏（エジンバラ大学），Gro Næsheim-Bjørkvik 氏（スタ
ヴァンゲル大学)，林楠氏（浙江大学）との共同で発表を行い，その成果を広く問いかけた。


















教育学部の講義科目である「図画工作科授業研究」では，15 回のうち７回を HUSA の講










































































このプログラムでは A 社（安芸郡府中町）および B 社（東広島市）の協力を得て実施す









指導の内容を現在検討中である。     





























が行われていた。                                                    













実施の手続き等：附属学校の Wi-Fi ネットワーク（HU-CUP50：実習生用 Wi-Fi）を使用し
た。広大側で HD コム本体を起動し，附属三原・附属東雲小学校にて接続を確認，３地点
で授業観察を行った。授業終了後，３地点を結んで協議会を行った。その後，HD コム本
体を終了した。 
連携方法についての考察：授業観察時には，附属三原小学校の教室から iPad で授業映像を
送り，２地点（東雲小と大学）で観察したが，iPad の内蔵マイクのみで，音声はとてもク
リアかつ途切れもなかった。協議会では，画面は３分割でそれぞれの地点の映像が見え，
授業観察，協議会がスムーズに行われた。ただし，iPad では，授業画面が小さいため，電
子黒板等に接続した方が，より効果的である。また，iPad を教室前方に置いたため，先生
と子どもの会話はよく聞き取れるが，子どもの様子や黒板が見えなかった。教室に iPad が
２台くらいあり，切り替えて観察できるとよい。今後工夫を重ねていく必要がある。 
以上のように，３地点を結んでの授業観察や協議会運営が可能なことがわかったので，
来年度はさらに回数を重ねて，機材の精度を高めていくことにしたい。 
（木下博義＊・鈴木由美子＊・松浦武人・宮里智恵・大後戸一樹） 
 
Ⅳ 研究の成果と今後の課題
 本共同研究の成果については，ここまでの報告に代える。課題としては，これらの取り
組みを十分に共有できなかった点にある。今後の展望について述べる。本共同研究は，大
学院再編のさなかに行われた。今後の大学院および学部の方向性を探るものでもあった。
今後サブプログラムチームが行ってきたさまざまな取組を共有し，初等教員養成の高度
化・グルーバル化・インクルーシブ化，さらには，地域に根ざしたローカル化を目指し，
世界トップクラスの「教員養成学部」として再構築できる方向を模索していきたい。 
（難波博孝＊） 
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